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当社の紹介 

 会社概要 

会社設立 

資本金 

代表者 
売上高 

 
主要製品 

 
 
従業員数 

 
本社所在地 

1969年5月15日 

264億8,000万円 

取締役社長 尾崎 和久 
連結 1兆4,311億円（2017年3月期） 

単独 1兆2,045億円（2017年3月期） 

オートマチックトランスミッション 

ハイブリッドトランスミッション 

カーナビゲーションシステム 
連結 29,977名（2017年3月期） 

単独 17,590名（2017年3月期） 

〒444-1192 

愛知県安城市藤井町高根10番地 

 経営理念 

働く人々の喜び 

お客様の感動 自然・社会への貢献 

品質至上 
 

私たちは、最良の商品を通してお客様や社会へ貢献し、 
企業の発展と働く人々の幸せを実現することを基本とします。 

 製品 

カーナビゲーションシステム 

オートマチックトランスミッション(AT) 

「意のままに駆れる馬のようなクルマ」を目指して、 
時代をリードする製品作りに挑戦し続けています 

（注） 
左の図については、 
再利用厳禁。 

もし、必要な場合には
広報部に依頼する事。 



活動への想い 

 危機感 

技術本部 

品質本部 

～2015年 

2016年～ 

＜なにかヘンだよ、品質本部＞ 

疑問を持たず定型業務の 

繰り返し 

要領はあるが手順はない 

⇒やり直しの連続 

要領書之神 

品
質
本
部
温
泉 

これでは時代の変化に 
ついていけない！ 

 管掌分野 

要領書 

 製造業の職場の特徴 

＜直接部門＞ ＜間接部門＞ 

チームで戦う 

多才なスペシャリスト集団 

個人で戦う 

単一種目のスペシャリスト集団 

チームで戦う変革が必要！  

『先発完投』→『継投』 

※製造、技術、生産技術、･･･  ※人事、経理、総務、品質･･･ 

先発完投型から継投型へ 

400ｍを４人で走ろう 

団体種目 個人種目 

間接部門のガラパゴス化 

② 製品販売台数 

第一次成長期 

① 人員構成比 

間接部門 

・単一種目のエース育成 

・作業切り出しによる業務の真水化 
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業務の本質的な改善 
これ如何に 

第二次成長期 

直接部門 

直接職場 

 ⇒人員増 
 

間接職場 

 ⇒効率向上 

(10～20%) 
直接職場 

 ⇒人員増 
 

間接職場 

 ⇒効率向上 

＜対応＞ 

 ・人員増 

 ・業務効率向上 

間接部門の 

独自の進化 

これだ！ 

白本：トヨタの自工程完結 

月曜の朝、元気に出社して欲しい！ 

白本との出会い 

＜共感ポイント＞ 
 

 (中堅社員の不満) 

 ・また資料作り直しかぁ。最初からそう言ってよ。 

 ・思うように結果が出ないなぁ。 
 

 (新入社員の心の声) 

 ・肝心なことがマニュアルに書いていないじゃん。 
 

 (異動してきた部長の疑問) 

 ・どうしてそんなに細かいことをやるの？ 

＜私の想い＞ 
 長い道のりだが、一歩一歩進もう  

事務局の活動 



活動の考え方 

毎日“スッキリ”仕事をしてもらいたい！ 

活動名称： 

KGS活動(気持ちも、業務も、スッキリ)                                                   

業務の本質的な
改善をしたい！ 

＜KGS活動のポイント＞ 

三人寄らば文殊の知恵 
客観的目線 

褒められることに
よる成功体験 

自工程完結 小集団、世話人 報告会 

気持ち 
スッキリ 

業務 
スッキリ 

“まずはやってみよう！”とキックオフ（2016年6月） 

活き活きと 
元気な職場！ 

１年目の活動とつまづき 

2016年度の活動 

進捗報告会 

JKK“白本” 

小集団活動 

世話人 

１年目の活動とつまづき 

2016年度の活動 

進捗報告会 

JKK“白本” 

小集団活動 

世話人 

JKKやKGSって名前を 
変えただけ？ 

これまでの“効率改善”活動 
と同じじゃない？ 

毎日手戻りの連続で“もやもや”してない？ 
“もやもや”を“スッキリ”させようよ！ 
 （⇒目先の効率改善が目的ではない） 

しかし、最初のつまづきが、、、 

１年目の活動とつまづき 

2016年度の活動 

進捗報告会 

JKK“白本” 

小集団活動 

世話人 

どこから手を付けた
ら良いか分からない 

プロセスの書き方が
分からない 

課題をどう抽出した
らいいの？ 

指導会 
JKK研修 

JKK研修 

指導会 

白本を配布してみたけれど、、、 

１年目～２年目の活動 

2016年度の活動 

進捗報告会 

JKK“白本” 

小集団活動 

世話人 

指導会 
JKK研修 

チーム全体が 
盛り上がらない 

忙しいし、 
モチベーションが、、、 

少人数化（10人⇒5人以下） 
直属上司を世話人に 
 …当事者意識、コミュニケーション向上 
 …評価につなげる 

活動の評価指標 
 工数低減率 
    ⇒スッキリ度（5段階評価）へ 

報告会を増やし「ほめる」 

１年目のつまずきを踏まえ 
【２年目の活動】 

他社のベンチマークで良いとこ取り 

活動事例紹介 



工程間に架ける橋 
～市場品質月報の改善～ 

後工程 

自工程 

月報 う-ん… 
 

事例① 

クレーム情報を 

後工程の見やすい 

月報形式に加工 

業務紹介 業務の紹介と取組みのきっかけ  

市場品質月報作成業務とは？ 

取組みのきっかけ 

インプット 

前工程 

市場クレーム発生状況、対策状況を 
顧客、社内向けに報告するための月報 

どうしたらいいの？ 

'10 '17 '20

顧客、モデル増加 
月報形式の変更 

自工程 後工程 

工数大 

月報 

これ以上は 
無理だよ 

(年) 

(件) 

アウトプット 

全顧客の 

クレーム情報 

対策情報 

エクセルマクロの活用

などで工数低減は 

したけど… 

今後さらに増える 

月報 月報 

社内 

年々増加 

月報 

顧客 

事例① 

課題解決（月報数の適正化） 

本当に 

いるんですか？ 

いるに 

決まってるよ… “判断に使っているか？” 

聞き直してみては？ 

上司ともやもやを共有 

 ⇒改善が加速 

作成件数 

最近は判断には

使っていないです 

時代の変化 

中品協殿への相談会 

顧客 

1件1件の判断には使っていない
全体の傾向管理に使っているよ 

社内関連部署 

顧客への提出が不要となった！ 発行頻度、種類を低減！ 

リアルタイム アウトプットの 
目的が変化 

目的に合わせた見直しの 
プロセスを手順書に追加 

月刊誌 

スッキリ！ 

89％ 
低減 

事例① 

助けて… 

 

助け舟 

再度見直し 
“判断に使っているか？” 

上司との相談会 

課題解決(月報の質向上) 

内容の見直し 

アンケートの実施 

レスポンスがないね 
どうやって使ってるんだろう？？ 

まだもやもやする 
見やすい月報に
なってるのかな？ 自工程完結の講習会で 

“後工程の大切さ”を学ぶ 

月報の質向上 
   完了！ 

アイデア 
提供 

月報を使った会議に参加 

モチベーションが上がらない 
後工程とコミュニケーション
がとれてないね 

中品協殿の講習会 

後工程 

自工程 

一目で分かったら 
いいな 

対策状況が 
分かったらいいな 

推移が分かったら 
いいな 

 

みんなに見てもらえる月報が明確になった！ 

推移が分かった
らいいな 

字が小さいと 
見辛そうだな 

“月報の目的・使われ方” 
を学ぶ 

月報 う-ん… 後工程を 
見てみよう！ 

※※※※※※※ 
※※※※※※※ 

※※※※※ 

※※※※※※※※※※ 

※※※※ 

※※※※※※ 

※※※※※※※※※ 

※※※※※※※※※※※※ 

※※※※※※※※※※ 

※※※※※※※※※※※※ 

※※※※ 

使いやすい！ 

スッキリ！ 

旧 

新 

グラフ追加、色分け等 

事例① 

上司ヒアリング 

まとめ 

 
後工程とキャッチボールする
事で月報の重要性が分かり、 
やりがいにつながった！ 
 

後工程 

自工程 

事例① 事例② 



業務紹介 業務の紹介と取組みのきっかけ  

私たちの業務について 

取組みのきっかけ 

『真因』の究明 

なぜなぜ分析 

『問題の仕事』を特定 

プロセス 
解析 

振返り 

再防 
実施 

『問題の仕事』を特定 ～ 『真因』の究明 

なぜなぜ分析 

旧
手
法 

2016年9月に再発防止の手法が変わり、社内で運用開始された 

新
手
法 

再発防止実施 

報告 

対策実施 不具合発生 

品質監査部 

再発防止指示 

品質監査部 

良否判定 

 
 この手法を、社内に普及させる！ 

品質監査部 

メンバー 

品質業務経験 20年 10年  1年 未経験  3年 

私たちの役割 

責任部署 責任部署 

最終 
判定 

再防 
実施 

最終 
判定 

再防 
指示 

再防 
指示 良否 

判定 
良否 
判定 

良否 
判定 

事例② 

振り返り確認会議 振り返り作成 

手戻りの繰返し… 

運用開始当初の課題 

うまくいっている人は、現地で事実を導き出している 

手戻り“ゼロ”を目指し、まずは行動だ！ 

振り返り作成 

当時の状況を教えてください 

実は・・・ 

マニュアル配布 振り返り確認会議 

これで大丈夫！ 
難しいなぁ 

全然書けない 

事実や当時の状況が 
みえない・・・ 

普及活動の進め方がメンバーによってバラバラ・・・ 

品質監査部 
責任部署 品質監査部×責任部署 

マニュアル配布 

当時の事実を一緒に洗い出す 
不具合につながる事実や 
状況がわかる！ 

うまくいっていない人は、マニュアル配布のみ 

配布だけでは 
出来ないだろう 

出来栄えが全然ちがうね 

僕たちも現地でやってみよう！ 

ベテラン勢 

事例② 

ベテランがいる会議では・・・ 私たちだけだと・・・ 

新たな課題 

ヒヤリングがうまくできない！ 

当時忙しくてねぇ 

 
 

             うまくいってる人の頭の中をみえる化すれば、 
             事実を引き出す方法が見える！ 

中品協殿へ相談 

中部品質管理協会からのアドバイス 

どうすれば出来たと 
思いますか？ 

当時の事実や状況を、相手からうまく引き出せない 

何を聞けば 
いいんだろう・・・ 

話について 
いけない・・・ 

○○が△△で・・・ 

何が聞きたいの？ 

事実を引き出し、有効な再発防止へ導く 

当時の状況を 
教えてください 

時間的に無理が 
あったのかも 

実は・・・ 

あのー 

えっと・・・ 

時間がもったいない 

うまくいかないし、 

もう会議に行きたくないよ・・・ 
ベテランは 
『カウンセラー』みたいね！ 

ヒアリングにはテクニックが必要だからね・・・ 

一度、中品協に相談してみようか！ 

事例② 

 
 
    ベテランの仕事から得た気づきを足跡として残す！ 

課題解決② 課題解決 ~ベテランの考えを学ぶ~ 

早速ベテランの頭の中のみえる化に取り掛かる 

①ベテランの考え方を学ぶ 

問題点の整理 問題のあった仕事の 
仮説立案 

仮説 

不具合内容の把握 ヒアリングポイントの整理 

その場で考えるだけ 
ではダメなのね！ 気づきの足跡を残し、 

ノウハウの木を育てる 

私たちは・・・ 

不具合報告書を 
読むだけ・・・ 

ベテランの事前ダンドリをみえる化 

・業務フロー 
・キーワード集 

事例② 

  ベテランの仕事から得た気づきを足跡として残す！ 
 

課題解決② 課題解決 ~ベテランの経験を学ぶ~ 

早速ベテランの頭の中のみえる化に取り掛かる 

過去の事例共有 仮想体験 疑問点を 
ヒアリング 

②ベテランの経験を学ぶ 

事例② 課題解決② 課題 ~最大の難関~ 

ノウハウ集はできたが、ベテランの様に仮説を立てる思考が理解しきれない！ 

ベテランから説明されれば 
わかるけど、自分では全然 
思いつかない 

問題のありそうな 
ポイントは 
このくらいあるな 

仮説立案の根拠 会議でのヒアリングの仕方 

研
究 

ベテランの仕事を更に研究！ 

ベテラン 

他メンバー 

作業手順がある？

手順通り？ 過去にもあった？

教育をした？
治具やゲージは

適切（または必要ない）？

（標準化していない）

手順がある？

教育プロセス

スキルが必要

な作業？

スキル評価

が適切だったか

定期でスキル

評価をしている？

作業遵守点検

はしている？

不遵守分析
作業認定

プロセス

定期評価

プロセス

遵守点検

プロセス

治具、ゲージ作成、

評価プロセス

判定基準は

明確？

手順は適切（守れ

る標準か）？

判定ミス？

標準（判定基準）

作成プロセス

標準（作業手順）

作成プロセス
知見標準化不遵守分析 不遵守分析

管理者は過去の

情報を知っていた？

現場情報の

吸い上げ

標準化要否

検討プロセス

作業はよくある？

（必ず起こる？）

知見標準化

振り返りの

問題となった仕事

製造問題点抽出ﾏｯﾌﾟ

振り返り時に製造部署の問題となった仕事を特定する補助ツール

各質問に、「はい」、「いいえ」で答えて問題となった仕事を特定する

問題のあった仕事の導き方をみえる化 ヒントを求め、他社品質展示会へ！ 

個人の責任追及をしない発想 

Yes，No質問リスト 

事例② 

適切という言葉が曖昧で 
判断できない 

何をもって“適切”なの？ 

曖昧な言葉を具体的に 
しないと使い物にならない・・・ 

曖昧な言葉を具体的に 

表現するヒントを得た！ 

要素展開型の系統図・・・ 
これは使えそうだ！！ 



ベテランに助言をもらいに 
行くうちに、世代間の 

コミュニケーションも深まり、 
職場が活性化！ 

 

製造問題点抽出ﾏｯﾌﾟ

振り返り時に製造部署の問題となった仕事を特定する補助ツール

各質問に、「はい」、「いいえ」で答えて現在の仕事の進め方に問題点がなかったか検討する。

※複数問題点がある場合は関係者で協議し改善すべき仕事を決定する

□作業による不具合 □作業標準通り作業した □作業標準が適正だった

□作業がやりにくい

□道具が悪い

□作業標準通り作業していない

□作業標準に抜けがある

□作業標準が適正でなかった

□スキルが必要な作業に対してスキル評価を

適正に行った（またはスキルは必要ない）

□スキル評価に抜けがあった（※1）

□作業標準が適正でなかった

□作業標準は適正だった

□作業が正しく行えるか評価していない

□判断が正しく行えるか評価していない

（OKの状態、NGの状態）

□スキルの維持ができているか評価していない

□判定基準（OK、NG）が分かりにくい

□カン・コツが必要

□必要な道具がない

□道具が使いにくい

□一部のみしか行わなかった

正しい標準を、スキルがある人がやっても発生するといった

作業による不具合はない（設備仕様の悪さなど）

もしくは、不遵守（標準通り作業していないへ）

□作業標準がある

□手順がない

□この作業は初めて

□この作業は初めてではない

□口頭標準などの手順がある

（共通の手順、当たり前に

実施すべき項目）

□口頭標準も含め

手順がない

□該当者も知っている

□該当者が知らない

□「作業標準がある」へ

□管理者はその作業を

知っている

□管理者もその作業を知らない

（聞き込みの結果から知った）
現場情報の吸い上げ

□この作業はよくある

（今後も起こる可能性がある）

□この作業はめったにない 知見標準化

標準化要否検討プロセス

教育（情報共有）プロセス

作業標準作成プロセス

（道具立てなど）

作業標準作成、標準確認プロセス

（道具立ての必要性検討）

作業標準作成、標準確認プロセス

（道具の評価プロセス）

作業標準作成プロセス

（記載項目検討など）

作業標準作成プロセス

（判定基準作成プロセス）

作業認定プロセス

（評価内容見直し）

作業認定プロセス

（評価内容見直し）

作業認定プロセス

（維持管理プロセス）

規定確認、横展反映プロセス

□作業前に管理・監督者を

呼んで行った

□作業者独自で行った 「止める・呼ぶ・待つ」などの教育プロセス（作業者）

□有識者を呼んだ

（関係部署）

□有識者を呼ばなかった 「止める・呼ぶ・待つ」などの教育プロセス（管理者）

知見標準化

□標準通りできない

（標準通りやると失敗する）

作業標準作成プロセス

現場情報の吸い上げ

□道具の劣化・摩耗
設備点検、維持管理プロセス

（点検項目、実施方法決定プロセス）

□全社規程、他工場の標準に無い

□全社規程、他工場の標準にある

※作業標準とは以下を指す

・作業要領書

・機械操作指導書

・段取り要領書

・刃具交換要領書

・設備点検要領書

・異常処置要領書

□判断に必要な情報が認知しにくい

（気づきにくい）

□判断基準（OK、NG）が分かりにくい

□作業が困難、複雑

□判断基準が複雑

□取得しなければいけない情報が多い

□情報が目立たない

（見にくい、小さい、情報量が多い中から見つけるなど）

□スキル評価に抜けがあった

□スキルが必要な作業に対してスキル評価を

適正に行った（またはスキルは必要ない）

□※1 スキル評価に抜けが

あったを参照

作業標準作成プロセス

（情報の表示簡略化など）

作業標準作成プロセス

（判断基準作成プロセス）

作業訓練が必要な場合

□教育を適正に行った

（正しい手順を知っていた）

□教育をしていない

□教育内容に抜けがあった

（一部のみしかしなかった）

□理解度を確認しなかった

□教育を適正に行わなかった

（正しい手順を知らなかった）

教育プロセス（内容）

教育プロセス（完了確認）

□間違った内容を教育した 教育プロセス（管理者教育）

□必要な道具がない

□道具が使いにくい

作業標準作成、標準確認プロセス

（道具立ての必要性検討）

作業標準作成、標準確認プロセス

（道具の評価プロセス）

□判断に必要な情報を取得ができるか評価していない

（必要な情報をが何か理解し集められる）

作業認定プロセス

（評価内容見直し）

教育プロセス（実施）

□記載忘れ
作業標準作成プロセス

（記載項目確認など）

□環境が悪い

（暗い、狭い、重い）

作業標準作成プロセス

（やりやすい作業検討）

□作業が多い
作業標準作成プロセス

（やりやすい作業検討）

気づき

（認知）

考え

（判断）

動く

（行動）

意識

（思い、固有の考え方）
意識（無意識）

成果

短期記憶

長期記憶外的要因

外的要因

□外的要因があった

□外的要因はなかった

□呼ばれた、話しかけられた

作業を中断した

□プレッシャーをかけられた（緊張状態）

□焦り、時間的な制約

□意図的な不遵守

□標準を変更して行った

□追加して行った

□意図しない不遵守

□やったつもりだった

□作業が正しく行えたか

確認ができない

作業標準作成プロセス

（道具立て、設備へのフィードバックなど）

□作業が正しく行えたか

確認ができない

作業標準作成プロセス

（道具立て、設備へのフィードバックなど）

□気の緩み

作業標準作成プロセス

教育プロセス

（ワンサイクル作業）

作業不遵守分析ステップ（トライ版）

STEP1：認知・判断・行動の方法に問題がなかったか

STEP2：認知・判断・行動の教育に問題がなかったか

（正しく認識していたか）

STEP3：認知・判断・行動のスキルに問題がなかったか

STEP4：外的要因はなかったか

STEP5：意識に問題がなかったか

左図の脳科学モデルに従って下記ステップで

解析する

□ブランクのある人への教育を行わなかった 教育プロセス（手順の再確認）

遵守点検プロセス

製造問題点抽出ﾏｯﾌﾟ

振り返り時に製造部署の問題となった仕事を特定する補助ツール

各質問に、「はい」、「いいえ」で答えて現在の仕事の進め方に問題点がなかったか検討する。

※複数問題点がある場合は関係者で協議し改善すべき仕事を決定する

□作業による不具合 □作業標準通り作業した □作業標準が適正だった

□作業がやりにくい

□道具が悪い

□作業標準通り作業していない

□作業標準に抜けがある

□作業標準が適正でなかった

□スキルが必要な作業に対してスキル評価を

適正に行った（またはスキルは必要ない）

□スキル評価に抜けがあった（※1）

□作業標準が適正でなかった

□作業標準は適正だった

□作業が正しく行えるか評価していない

□判断が正しく行えるか評価していない

（OKの状態、NGの状態）

□スキルの維持ができているか評価していない

□判定基準（OK、NG）が分かりにくい

□カン・コツが必要

□必要な道具がない

□道具が使いにくい

□一部のみしか行わなかった

正しい標準を、スキルがある人がやっても発生するといった

作業による不具合はない（設備仕様の悪さなど）

もしくは、不遵守（標準通り作業していないへ）

□作業標準がある

□手順がない

□この作業は初めて

□この作業は初めてではない

□口頭標準などの手順がある

（共通の手順、当たり前に

実施すべき項目）

□口頭標準も含め

手順がない

□該当者も知っている

□該当者が知らない

□「作業標準がある」へ

□管理者はその作業を

知っている

□管理者もその作業を知らない

（聞き込みの結果から知った）
現場情報の吸い上げ

□この作業はよくある

（今後も起こる可能性がある）

□この作業はめったにない 知見標準化

標準化要否検討プロセス

教育（情報共有）プロセス

作業標準作成プロセス

（道具立てなど）

作業標準作成、標準確認プロセス

（道具立ての必要性検討）

作業標準作成、標準確認プロセス

（道具の評価プロセス）

作業標準作成プロセス

（記載項目検討など）

作業標準作成プロセス

（判定基準作成プロセス）

作業認定プロセス

（評価内容見直し）

作業認定プロセス

（評価内容見直し）

作業認定プロセス

（維持管理プロセス）

規定確認、横展反映プロセス

□作業前に管理・監督者を

呼んで行った

□作業者独自で行った 「止める・呼ぶ・待つ」などの教育プロセス（作業者）

□有識者を呼んだ

（関係部署）

□有識者を呼ばなかった 「止める・呼ぶ・待つ」などの教育プロセス（管理者）

知見標準化

□標準通りできない

（標準通りやると失敗する）

作業標準作成プロセス

現場情報の吸い上げ

□道具の劣化・摩耗
設備点検、維持管理プロセス

（点検項目、実施方法決定プロセス）

□全社規程、他工場の標準に無い

□全社規程、他工場の標準にある

※作業標準とは以下を指す

・作業要領書

・機械操作指導書

・段取り要領書

・刃具交換要領書

・設備点検要領書

・異常処置要領書

□判断に必要な情報が認知しにくい

（気づきにくい）

□判断基準（OK、NG）が分かりにくい

□作業が困難、複雑

□判断基準が複雑

□取得しなければいけない情報が多い

□情報が目立たない

（見にくい、小さい、情報量が多い中から見つけるなど）

□スキル評価に抜けがあった

□スキルが必要な作業に対してスキル評価を

適正に行った（またはスキルは必要ない）

□※1 スキル評価に抜けが

あったを参照

作業標準作成プロセス

（情報の表示簡略化など）

作業標準作成プロセス

（判断基準作成プロセス）

作業訓練が必要な場合

□教育を適正に行った

（正しい手順を知っていた）

□教育をしていない

□教育内容に抜けがあった

（一部のみしかしなかった）

□理解度を確認しなかった

□教育を適正に行わなかった

（正しい手順を知らなかった）

教育プロセス（内容）

教育プロセス（完了確認）

□間違った内容を教育した 教育プロセス（管理者教育）

□必要な道具がない

□道具が使いにくい

作業標準作成、標準確認プロセス

（道具立ての必要性検討）

作業標準作成、標準確認プロセス

（道具の評価プロセス）

□判断に必要な情報を取得ができるか評価していない

（必要な情報をが何か理解し集められる）

作業認定プロセス

（評価内容見直し）

教育プロセス（実施）

□記載忘れ
作業標準作成プロセス

（記載項目確認など）

□環境が悪い

（暗い、狭い、重い）

作業標準作成プロセス

（やりやすい作業検討）

□作業が多い
作業標準作成プロセス

（やりやすい作業検討）

気づき

（認知）

考え

（判断）

動く

（行動）

意識

（思い、固有の考え方）
意識（無意識）

成果

短期記憶

長期記憶外的要因

外的要因

□外的要因があった

□外的要因はなかった

□呼ばれた、話しかけられた

作業を中断した

□プレッシャーをかけられた（緊張状態）

□焦り、時間的な制約

□意図的な不遵守

□標準を変更して行った

□追加して行った

□意図しない不遵守

□やったつもりだった

□作業が正しく行えたか

確認ができない

作業標準作成プロセス

（道具立て、設備へのフィードバックなど）

□作業が正しく行えたか

確認ができない

作業標準作成プロセス

（道具立て、設備へのフィードバックなど）

□気の緩み

作業標準作成プロセス

教育プロセス

（ワンサイクル作業）

作業不遵守分析ステップ（トライ版）

STEP1：認知・判断・行動の方法に問題がなかったか

STEP2：認知・判断・行動の教育に問題がなかったか

（正しく認識していたか）

STEP3：認知・判断・行動のスキルに問題がなかったか

STEP4：外的要因はなかったか

STEP5：意識に問題がなかったか

左図の脳科学モデルに従って下記ステップで

解析する

□ブランクのある人への教育を行わなかった 教育プロセス（手順の再確認）

遵守点検プロセス

課題解決② 難関突破~まとめ~ 

メンバーのモヤモヤが解消！ 
自信を持って仕事ができるようになった！ 

活動をふりかえって・・・ 

失敗した個人を責めず、しくみの問題点へと導くベテランの『気遣い』思考を体系化 

ポイント2 
 曖昧な言葉を具体的な要素になるまで展開 

最大の難関『ベテランの思考の体系化』に成功！ 

ポイント1 
 ヒアリングの順番で体系化 

事例② 

次の仕事に取組むのが 
楽しみ！！ 

今日から私たちも 
カウンセラーね！ 

曖昧な言葉 

具体的な言葉 

カウンセリングの手引き 今後の活動 

３年目の活動 ②具体的な活動とし
てこんなことを始めた 

③しかし課題が噴出 
・初期・中盤・終わり 

進捗報告会 

JKK“白本” 

小集団活動 

世話人 

指導会 
JKK研修 

“自工程完結“が 
日常化できていない 

・業務振り返りの習慣化 
  ⇒業務要件シートの活用 
・業務指示の手戻り削減 
  ⇒ダンドリシートの活用 
・定型業務の要件シート化促進 
  ⇒3か月単位の活動導入 

２年間を振り返り、、、 
【2018年度の活動】 以上 


	事例発表➀（アイシン・エィ・ダブリュ様その１）
	事例発表➀（アイシン・エィ・ダブリュ様その２）
	事例発表➀（アイシン・エィ・ダブリュ様その３）

